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器形的には土師器杯に煩似する。 4 · 6とも再調整は加えられていない。

第2住居跡（第6図）

遺構の確認 CT · DA -86 · 87区の地山面で確認された。

平面形 ・ 規模 半面形は、 隅丸方形である。 規校は、 士之車111か3.2m、 知軸か2.9mを測る。

壁 地山を壁としている。 屹の立ち上かリは、 全体的に急角度てある。 高さは、 西壁か最も閥

く60cmを越える部分もある。

床面 地山面を床としている。 地山に礫を含むためい〈分凹凸か認められる。 東側へ傾斜して

いる。

カマド 北壁に付設されている。 幅30-60cmの煙道を伴い、 床面との間に10-15cm程度の段差

を伴う。 壁と煙道のつけ根に焼けた脹跡か品められる。

伴出遺物（第8図） 埋土1 · 2 · 3層、 煙道内から土師器喪、 須恵器甕・ 台付杯 ・ 縄文土器片

か出土した。 こ れらの内、

煙道内出土逍物は年代決定

査料である。

1は、 須恵器甕の体部破

片である。 外面にタタキか

施されている。 2は 、須恵器 86 

台付坪の底部破片である。
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第6図 第2住居跡
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質シル ト を積み上げて構梨している。 側壁に囲まれた部分か燃焼部であるか、 50X70cmの範囲

にわたって加熱のため赤変している。

第2カマ ド は、煙道と燃焼部から成る。 煙道は、 長さ1. 7m、 幅30cm前後、 深さ8 -22cmであ

る。 燃焼部は、 74X 90cm、 深さ2 - 8cmと浅いものであるか、 明らかに掘り＜ぽめたものであ

る。 第1カマ ト 燃焼部同様、 焼けて赤変している。 ＇［酎道の下端と燃焼部の底曲との間には、 40

cm強の段差を伴っている。 第1カマ ド は側壁を伴うことから住居廃絶時まて使用されていたも

のである。
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~ 5は、 内外面に条痕文か認められる。 1 は口縁錦破片であり、 口唇部に刻目を有す。 2は外

面に降帯を伴う。 3 は内面が磨減しているため拓影図を省略したか、 内面にも条痕文か施され

ている。 5は緩やかに弯曲し底部に近 い破片と推定される。 第18図 5も 内外面に条痕文が施さ

れるものである。 6 ~11は内面に条痕文が施されるもので、 外面は、無文のもの（6 )、 縄文の

もの( 7 · 9 -11)、撚糸文のもの(8)に分かれる。地文は、8が撚糸文(L)、9 · 11か縄文(LR)、

7 · 10は器面か粗れているため 不明である。 外面に 縄文を有し 、 内面に条痕文が施される土 器

は、出土遺物中最も 多い。

第2類（第20図14)胎土に繊維を含み、 外面に縄文が施されるものである。他にも少量出士し

たか、器面の 粗雑なものか多く、 1点のみの収録に留めた。 口緑部に近い破片であり、大きく

外反する。地文は、 縄文(LR)である。

第3類（第20図15·16)胎土に比較的少量の繊維を含み、 外面に半載竹管による刻目と余斗位の 撚

糸文が描かれるものである。15·16の 2点出土し 、い すれも 口縁部破片で同 一個体のものである。

第4類（第20図12 · 13)細か い 刻目をつけた枯土紐か貼り付けられるものである。他に数点出

土した。13は口縁部破片であり、 X字型に枯士紐か貼り付けられている。 地文は、12 · 13とも

縄文(LR)である。

第5類（第20図17-19 · 22)半戟竹管により沈線か描かれるものである。17は鋸歯型の文様に

円文か付加されている。18は口縁部破片で、 口唇部 付近まで文様が及ぶ。19 · 22は横縦位の沈

線文か描かれる。 地文は、19か縄文 、22か撚糸文であるか、原体は不明てある。

第6類（第20図20 · 21)地文か網目状 撚糸文のものである。他に数点出土した。

第7類（第20図24) 地文か撚糸文のものである。 1点出土したにすぎない。 地文は、 撚糸文

(R)である。

第8類（第20図23)半戟竹管により爪形文が描かれるものである。23は口縁部破片であり、 1

点出土したにすぎな い。

第9類（第20図25)二～五条の細 い沈線でX字刑の文様か描かれるものである。 1点出土した

にすぎな い。 地文は、 縄文(LR)である。

第10類（第20図26-3 0)幅の広 い沈線で渦巻文が描かれるものである。26 ~3 0は、 器面か粗雑

なものであるか同 一 個体である。26は口縁部破片で、大きく外反する。3 0を除き渦巻文か描か

れ 、26 · 28 · 29にはフ字状の刺を伴う。 地文は不明 なものも あるか、 縄文(LR)である。

第II類（第20図3 1-34 · 第21図 1 )太 い沈線によって弧状の文様か描かれ 磨消縄文を伴うもの

である。い すれも小破片のため 、文様構成は明らかでな いか、 第20図3 3 · 34には惰円文か揺か

れ 、 第20図3 1 · 3 2 、 第21図 1 は、 横位 及び縦位の楕円文と判断される。 地文 は、 第20図3 1 、 第

21図 1 か縄文(LR)、 第20図3 2~34は縄文(RL)である。
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第21図 縄文土器(2)
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